
第Ⅱ章　 玉川上水中流部の現状と課題

１ 　 水路及び法面の保全

（ １ ） これまでの取組

整備活用計画の策定当時、 素掘り の開渠が残る中流部では、 霜崩れや乾燥剥離によっ

てオーバーハング状や直壁状の法面と なっ ている箇所や、 水路周辺から の雨水流入に

よって浸食を受けている箇所も見られまし た。

こ う し た箇所は、 中流部の中でも小平監視所から鷹の橋まで及び新橋から浅間橋まで

の区間で顕著に見られ、 法面及び法肩の樹木やフェ ンスが法面等の崩落に伴って倒れ、

周囲に影響を及ぼすおそれがあり まし た。

このため、 水路及び法面の保全を目的に、 樹木対策と し て、 法面及び法肩の崩落に伴

い倒伏するおそれの高い樹木※11の伐採やせん定を実施し てきまし た。 また、 法面保護

工と し て、 素掘り 開渠と し ての遺構の景観を保存し、 かつ、 水路及び法面の安定化を図

る工法である木柵工や連続繊維補強土工等を採用し、 対策を実施し てきまし た。 加えて、

雨水対策と し て、 一部の緑道に止水板や雨水排水設備を設置しまし た。

図− ２ 　 平成22年度から令和4年度までの法面保護工施行実績（ 箇所図）

※11　 法面や法肩に生育し た樹木は、 根の伸長による法面表層土の剥離崩落や、 根が露出し て緊縛力が低下し た樹木の滑落に伴う 法面

等の大きな崩落を引き起こすだけでなく 、 法面等の崩落に伴い倒伏することで、 周囲にも被害を与える可能性があり ます。 そこで、

樹木の成長に伴う 法面等への負荷の軽減及び倒木被害の防止という 観点から、 法面等の崩落に伴い倒伏するおそれの高い樹木の伐

採やせん定を実施しました。

地図出典： 地理院タイルに、 橋り ょ う 名称、 法面保護工施行箇所等を追記して作成

鷹
の
橋

浅
間
橋
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 （２）現状と課題 

これまで実施してきた施策については、法面崩落に対する一定の防止効果が確認で

きました。 

しかし、水路の左岸（北側）は乾燥により剥離しやすく直壁状に、右岸（南側）は

霜崩れによりオーバーハング状になる傾向があります。 

また、令和４年度に当局が実施した調査では、法面や法肩に生育する樹木の根系発

達が要因と考えられる法面の形状変化（表層土の亀裂や崩落）が発生しているほか、

既設の護岸が破損している箇所も確認されています。 

このため、法面の崩落や護岸の破損が顕著な箇所への対応を継続的に実施するとと

もに、水路の法面や法肩に生育している樹木の適切な管理が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真-１ 法面保護工実績 

＜木柵工による法面保護工実績：西中島橋下流（右岸）＞ 

＜連続繊維補強土工による法面保護工実績：井の頭橋上流（左岸）＞ 

施工前 施工後 緑化状況 

施工前 施工後 緑化状況 

写真-２ 法面崩落及び護岸破損箇所の例 

＜根系発達による表層の崩落＞ ＜既設護岸（木柵）の破損＞ 
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 （２）現状と課題 

これまで実施してきた施策については、法面崩落に対する一定の防止効果が確認で

きました。 

しかし、水路の左岸（北側）は乾燥により剥離しやすく直壁状に、右岸（南側）は

霜崩れによりオーバーハング状になる傾向があります。 

また、令和４年度に当局が実施した調査では、法面や法肩に生育する樹木の根系発

達が要因と考えられる法面の形状変化（表層土の亀裂や崩落）が発生しているほか、

既設の護岸が破損している箇所も確認されています。 

このため、法面の崩落や護岸の破損が顕著な箇所への対応を継続的に実施するとと

もに、水路の法面や法肩に生育している樹木の適切な管理が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真-１ 法面保護工実績 

＜木柵工による法面保護工実績：西中島橋下流（右岸）＞ 

＜連続繊維補強土工による法面保護工実績：井の頭橋上流（左岸）＞ 

施工前 施工後 緑化状況 

施工前 施工後 緑化状況 

写真-２ 法面崩落及び護岸破損箇所の例 

＜根系発達による表層の崩落＞ ＜既設護岸（木柵）の破損＞ 

＜木柵工による法面保護工実績： 西中島橋下流（ 右岸） ＞

＜連続繊維補強土工による法面保護工実績： 井の頭橋上流（ 左岸） ＞

写真− １ 　 法面保護工実績

（ ２ ） 現状と課題

これまで実施し てきた施策については、 法面崩落に対する一定の防止効果が確認でき

まし た。

し かし 、 水路の左岸（ 北側） は乾燥により 剥離し やすく 直壁状に、 右岸（ 南側） は霜

崩れにより オーバーハング状になる傾向があり ます。

また、 令和４ 年度に当局が実施し た調査では、 法面や法肩に生育する樹木の根系発達

が要因と 考えられる法面の形状変化（ 表層土の亀裂や崩落） が発生し ているほか、 既設

の護岸が破損し ている箇所も確認さ れています。

このため、 法面の崩落や護岸の破損が顕著な箇所への対応を継続的に実施すると と も

に、 水路の法面や法肩に生育している樹木の適切な管理が必要と なっています。

＜根系発達による表層の崩落＞ ＜既設護岸（ 木柵） の破損＞

写真− ２ 　 法面崩落及び護岸破損箇所の例

施工前

施工前

施工後

施工後

緑化状況

緑化状況
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２ 名勝「小金井（サクラ）」並木の保存 

 

 （１）これまでの取組 

  整備活用計画の策定当時、名勝「小金井（サクラ）」に指定されているヤマザクラ

並木には、比較的良好な生育状況を保っている箇所もありましたが、枯死や欠損が目

立つ箇所もありました。 

  また、生育しているヤマザクラでも、ケヤキ等の繁茂により、枝張りや日照に支障

が生じていたものが多く見受けられました。 

そこで、ヤマザクラ並木の復活のため、小川水衛所跡から境橋までの名勝指定区間

（約６キロメートル）のうち、ヤマザクラの生育が比較的良好な新小金井橋から関野

橋までの区間（約 640 メートル）をモデル区間として設定しました。 

モデル区間では、当局がヤマザクラを被圧する樹木のせん定及び伐採を行った上で

補植適地を提供し、名勝「小金井（サクラ）」を管理している東京都教育庁、地元自

治体等がヤマザクラの苗木の補植を行いました。 

  モデル区間を除く名勝指定区間については、関係機関が協働して、モデル区間の整

備の検証を行うとともに、その結果を踏まえつつ小金井市域を中心に被圧樹木への対

処やヤマザクラの補植適地の提供を行うことで、ヤマザクラ並木の保存及び復活を図

ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-３ モデル区間の整備 

＜補植整備前＞ ＜被圧する樹木の伐採＞ ＜ヤマザクラの補植＞ 

２ 　 名勝「 小金井（ サクラ ）」 並木の保存

（ １ ） これまでの取組

整備活用計画の策定当時、 名勝「 小金井（ サクラ ）」 に指定さ れているヤマザクラ並

木には、 比較的良好な生育状況を保っている箇所もあり まし たが、 枯死や欠損が目立つ

箇所もあり まし た。

また、 生育し ているヤマザクラでも、 ケヤキ等の繁茂により 、 枝張り や日照に支障が

生じ ていたものが多く 見受けられまし た。

そこで、ヤマザクラ並木の復活のため、小川水衛所跡から境橋までの名勝指定区間（ 約

６ キロメ ート ル） のう ち、 ヤマザクラの生育が比較的良好な新小金井橋から関野橋まで

の区間（ 約6 4 0 メ ート ル） をモデル区間と し て設定しまし た。

モデル区間では、 当局がヤマザクラを被圧する樹木のせん定及び伐採を行った上で補

植適地を提供し 、 名勝「 小金井（ サクラ ）」 を管理し ている東京都教育庁、 地元自治体

等がヤマザクラの苗木の補植を行いました。

モデル区間を除く 名勝指定区間については、 関係機関が協働し て、 モデル区間の整備

の検証を行う と と もに、 その結果を踏まえつつ小金井市域を中心に被圧樹木への対処や

ヤマザクラの補植適地の提供を行う こと で、 ヤマザクラ並木の保存及び復活を図ってき

まし た。

＜補植整備前＞ ＜被圧する樹木の伐採＞

写真− ３ 　 モデル区間の整備

＜ヤマザクラの補植＞
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図− ３ 　 補植整備済区間位置図

（ ２ ） 現状と課題

現在、 小金井橋から梶野橋までの約２ キロメ ート ルの区間（ 以下「 補植整備済区間」

という 。） では、 ヤマザクラは全体的に良好に成長し ており 、 特に、 平成2 2年度から 2 4

年度にかけて整備を行ったモデル区間では、 補植から1 0年以上が経過し、 ヤマザクラ

並木が順調に形成さ れています。

また、 これまでの整備により 、 水路の眺望が改善さ れ、 親水性が向上すると と もに、

被圧樹木等を除去し た後には、 在来の野草が比較的良好に生育し ていること が確認さ れ

ています。

し かし 、 ヤマザクラを被圧する樹木の除去後に被圧樹木の切り 株から発生し た萌芽は、

早い場合では２ ～３ 年で補植し たヤマザクラの高さ を超えて成長し、 再び被圧を始めて

います。 そのため、 補植整備により 形成さ れたヤマザクラを中心と する並木を適切に維

持し ていく こと が求められています。

一方、 補植整備済区間を除いたその他の名勝区間では、 ケヤキ等の高木の繁茂が既存

のヤマザクラの生育環境に影響を及ぼすと 考えられること から、 こ う し た樹木の管理が

求められています。

江戸東京たてもの園

都立小金井公園
正門

五日市街道

玉川上水左岸

右岸

約55 0メートル 約64 0メートル（ モデル区間）

【 補植整備済区間】（ 延長約２キロメート ル）
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写真− ４ 　 補植整備済区間の現況

＜ヤマザクラ並木の林床に生育する在来の野草の例＞

写真− ５ 　 ヤマザクラを被圧する樹木

＜ヤマザクラ並木が形成さ れたモデル区間の現況： 平右衛門橋下流＞

写真提供： 小金井市教育委員会

＜高木による被圧＞

写真提供： 小金井市教育委員会

＜伐採木の萌芽による再被圧＞

令和６ 年４ 月（ 春頃） 令和６ 年６ 月（ 夏頃）

ニリ ンソウ 群生するニリ ンソウの様子

歩道側の

ヤマザクラ
補植し た

ヤマザクラ
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３ 活用整備 

 

（１）これまでの取組 

整備活用計画の策定当時、中低木の繁茂により水路の眺望が損なわれている箇所や、

緑道・歩道が途切れ安全で快適な利用が損なわれている区間がありました。また、中

流部沿線には、史跡や名勝をはじめ、周辺の遺構や植生等に関するサイン（説明板等）

が様々な管理者により設置されているものの、玉川上水が江戸・東京の水道事業に重

要な役割を果たしてきた貴重な「土木施設・遺構」として高い歴史的価値を有してい

ることについて説明したものは必ずしも多くはありませんでした。 

そこで、玉川上水及び名勝「小金井（サクラ）」の来訪者や地元住民等に、玉川上

水に親しみ、理解を深めていただくため、表-２に記載のとおり、現地の施設等の改善、

情報提供とＰＲ活動の充実等の施策を実施してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-６ 安全快適な通行の確保（既設フェンスのセットバックやベンチ等の整備） 

＜小川水衛所跡（右岸）＞ 

（整備前） （整備後） 

＜境水衛所跡（左岸）＞ 

（整備前） （整備後） 

３ 　 活用整備

（ １ ） これまでの取組

整備活用計画の策定当時、 中低木の繁茂により 水路の眺望が損なわれている箇所や、

緑道・ 歩道が途切れ安全で快適な利用が損なわれている区間があり まし た。 また、 中流

部沿線には、史跡や名勝をはじ め、周辺の遺構や植生等に関するサイン（ 説明板等）が様々

な管理者により 設置さ れているものの、 玉川上水が江戸・ 東京の水道事業に重要な役割

を果たし てきた貴重な「 土木施設・ 遺構」 と し て高い歴史的価値を有し ていること につ

いて説明し たものは必ずし も多く はあり ませんでし た。

そこで、 玉川上水及び名勝「 小金井（ サクラ ）」 の来訪者や地元住民等に、 玉川上水

に親し み、 理解を深めていただく ため、 表− ２ に記載のと おり 、 現地の施設等の改善、

情報提供と Ｐ Ｒ 活動の充実等の施策を実施し てきまし た。

＜小川水衛所跡（ 右岸） ＞

＜境水衛所跡（ 左岸） ＞

写真− ６ 　 安全快適な通行の確保（ 既設フェ ンスのセッ ト バッ クやベンチ等の整備）

（ 整備前）

（ 整備前）

（ 整備後）

（ 整備後）
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表− ２ 　 活用整備の各施策とこれまでの取組

実施施策 これまでの取組

眺望の確保
主に橋り ょ う 等からの景観に配慮し 、 水路内の中低木のせ

ん定、 伐採を実施　

安全快適な通行の確保
小川水衛所跡及び境水衛所跡の２ か所において、 既設フェ

ンスのセッ ト バッ クや散策路の整備を実施

説明板の設置 玉川上水の説明板を中流部の７ か所に設置

フェ ンスデザインの

統一性の創出

道路や緑道の管理者が設置するフェ ンスについて、 更新に

当たっては統一的なデザインと なるよう 働きかけ

ホームページの改善
当局ホームペ―ジ内に、 玉川上水の関連情報を集約し た

ページを作成

当局施設の活用
東京都水道歴史館において、 毎年、 企画展示「 上水記展」

等を開催

近隣公立施設との連携
玉川上水の歴史や概況に関するパンフレッ ト を作成し 、 近

隣公立施設で配布

便益施設の案内

散策ルート の設定

便益施設を示し た散策マッ プや、 地元自治体が設定し た玉

川上水周辺の散策ルート を当局ホームページ内で紹介
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（ ２ ） 現状と課題

こう した取組を通じ て、橋り ょ う 等からの眺望を改善すると と もに、多く の方が安全・

快適に利用し 、 親し める環境の整備に努めてきまし た。

し かし 、 橋り ょ う 等からの眺望確保のためのせん定、 伐採の取組については、 今後も、

樹木の生育状況等を踏まえて継続し ていく と と もに、 フェ ンスデザインの統一性の創出

などの取組についても、 関係機関と 情報共有を図り ながら長期的に取り 組んでいく 必要

があり ます。

また、 玉川上水に対する理解を深め親し んでいただく ために実施し た、 説明板の設置、

ホームページの改善、 パンフレッ ト 作成、 東京都水道歴史館での企画展、 近隣公立施設

と の連携等については、 これまでの取組を継続し ていく と と もに、 更新期を迎えた説明

板、 ホームページやパンフレッ ト 等については、 情報のアッ プデート や内容の充実を図

る必要があり ます。

図− ４ 　 説明板の設置箇所図

地図出典： 地理院タ イルに、 橋り ょ う 名称、 説明板設置箇所等を追記して作成

名勝指定区間

小
平
監
視
所

★

★

★

★

★

★

★
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写真− ７ 　 説明板

図− ５ 　 当局ホームページ（ 玉川上水関連ページ）
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４ 　 植生管理

（ １ ） これまでの取組

当局では、 各管理者や地元自治体と 連携し、 緑の保全に配慮し つつ、 法面及び法肩に

生育する樹木の管理や橋り ょ う 等からの眺望改善等に取り 組んできました。

（ ２ ） 現状と課題

樹木の管理については、 近年、 倒木や枯死被害などの新たな課題が発生し ています。

特に、 平成3 0年の台風2 4号では、 強風により 多く の倒木が発生し、 法面に影響を及ぼ

し ただけでなく 、 倒木に伴う 停電の発生や枝折れによる民家の柵の損傷など、 多く の被

害が発生し まし た。 また、 令和２ 年頃からは、 中流部の中でも特にコナラやクヌギの多

い小平市域を中心にナラ枯れが確認さ れるよう になり、 カシノ ナガキクイムシ侵入防止

等の対策を講じ ているものの、 枯死被害が発生し ています。

令和４ 年度に当局が実施し た毎木調査※12では、 樹高2 0メ ート ルを超える高木が全体

の1 0パーセント 程度を占めており 、 コナラやクヌギと いった樹種を中心に、 大径木化

が進行し ていること が確認さ れています。 大径木化し た樹木はナラ枯れ被害を受けやす

く 、 被害防止には樹林の若返り を図るこ と が効果的と 言われています。※13これから も玉

川上水を「 快適な水と 緑の空間」 と し て維持し ていく ためには、 ナラ枯れや倒木等の新

しい課題にも対応し つつ、 適切な植生管理を進めていく 必要があり ます。

また、 当局が令和４ 年度から令和５ 年度にかけて実施し た自然環境調査では、 中流部

には多様な生物が存在し ていること が確認さ れています。 一方、 常緑広葉樹の増加やサ

サ類等の繁茂により 、 林床に光が入り にく い箇所も見ら れるため、 間伐※14等を通じ て

明るい雑木林を形成すること で多様な生物が生息・ 生育できるよう にする等、 生物多様

性の保全にも努めていく 必要があり ます。

写真− ８ 　 台風による倒木被害 写真− ９ 　 ナラ枯れ被害

※1 2　 胸高直径1 0センチメ ート ル以上の樹木（ 約9 ,0 0 0本） を対象として調査を実施しました。

※1 3　「 東京都生物多様性地域戦略」（ 東京都環境局） 及び「 保全地域の保全・ 活用プラン」（ 東京都環境局） より

※1 4　 森林の成長に応じて樹木の一部を伐採し、 過密となった林内の立木密度を調整する作業

被害木
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